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Characteristics of the tilefish log-line fishery in Saka District, Hirata City, Shimane Prefecture are 

introduced, and the Japanese tilefish resources in the Oki Strait analyzed. The fishing gear and 

fishing method for the tilefish long-line fishery in the Saka District are characterized by the fact 

that the hook is not "turned back" and that fish oil is applied on the bait itself. The peak season of 

the fishery is from July to September, and the best catch is obtained from dawn to around 9 o' 

clock. Also, an attempt is made to predict the catch and survival rate of the Japanese tilefish and 

the stock size of the year class in the Oki Strait, from which it is shown that the stock condition of 

this species and the efforts of the fishery have a sound relationship.

島根県平田市佐香地区は,古 くか ら隠岐海峡を漁場

としたアマダイ延縄漁業が盛んである。隠岐海峡にお

けるアカアマダイは小型底曳網,沖 合底曳網によって

も漁獲されているが,そ の量はアマダイ延縄 と比較す

るとはるかに少ない。 したがって隠岐海峡におけるア

カアマダイは延縄漁業によって大部分が漁獲されてい

ると考えても良い。

これまで,平 田市佐香地区のアマダイ延縄漁業につ

いては,い くつかの資料があるが,公 式な報告書はみ

られない。 この報告は隠岐海峡のアマダイ延縄漁業の

概要を記録 として残してお くことと,隠 岐海峡のアカ

アマダイの資源量を推定するとともに,現 在のアカア

マダイ資源を評価することを目的 としている。

近年,多 くの種類の漁業資源の減少が指摘され,政

策的にも漁業資源の適正な管理 と持続的な利用が重視

されている。 この意味か ら隠岐海峡におけるアカアマ

ダイ資源を評価することは,今 後の行政施策等に有益

であると考えられる。ただ し,隠 岐海峡におけるアマ

ダイ延縄漁業は自由漁業であるため,資 源保護を目的

とした行政的な規則を行 うことは,今 のところ不可能

である。 しか し,規 制を行 うか否かは漁業者の判断に

よるもので,そ の時一つの判断材料になればと考えた。

報告に先だち,聞 き取 り調査にご協力いただいた平

田市漁業協同組合副組合長理事和泉孝一氏,同 理事満

田茂則氏,同 職員金築恭二氏に心か ら感謝する。

資 料

資源解析に用いた資料は,1994年 の平田市漁業協同

組合佐香支所のアカアマダイ銘柄別漁獲箱数(表1)

と同年に銘柄別に測定 したアカアマダイ合計1,136尾

の体長 と体重の測定記録(表2)で ある。

結果と考察

アカアマダイ延縄漁業の概要

平田市漁業協同組合佐香支所の漁獲記録によると,

アマダイ延縄漁業で漁獲されるアカアマダイは,こ こ

10年間,年 間40～60ト ンの範囲で変動している。佐香

支所 に所属するアマダイ延縄漁船は40隻 で,5ト ン未



満の1～2人 乗 りの小型船で ある。操業期 間は周年で あ

る。漁具の幹縄 は600mで,1隻 あた り,10～14鉢 を使

用 し,1鉢 あた りの針数 は100個 であ る。 この針 の特徴

は 「か え り」がない ことで 「か え り」がない とアカア

マダイが針 を飲 み込 まないため と言われてい る。 この

針 は平 田市佐香地 区独特 のもので,全 国各地 とは異 な

ってい る。 また用 い る餌 はイカ類 をタンザ クに切 った

ものや,サ バの切 身であ るが,佐 香地区では餌 に魚油

(ニ シン油や コウナ ゴ油)を 塗 りつ けてい る。 この理

由は不 明で あるが,地 区の古老 は昔,バ ッテ リーが な

かった頃,灯 火のためのア ン ドンが倒れ,こ ぼれた菜

種油が餌 に付 き,そ の まま餌 として用いた ところ釣果

が良かったか らと話 してい る。

アカアマダイ延縄 による漁獲物 は,主 として アカア

マ ダイであ るが,季 節 によってキダイ,チ ダイ,マ ダ

イ,イ トヨリ,ア カムッ,ハ モ,イ カ類,カ レイ類が

混獲 されて いる。アマダイ漁の最盛期 は7～9月 にあ り,

1日 の うち 日の出か ら9時 頃 までが,最 も釣果があ ると

言 われてい る。 内橋1)は アカアマダイが夜行性 をほ と

ん ど持 たない と述べてい るし,ア マダイ延縄 の操業が

昼 間に限 られてい るこ とか ら,延 縄漁業 はアカアマダ

イの生態 を合理的 に利用 してい ると考 え られ る。

漁場 は隠岐海 峡の水深90～110mを 中心 とし,南 北

約40㎞,東 西約60㎞ の範囲 に形成 されて い る(図1)。

隠岐海峡の中心 あた りに 「カンナカの瀬」が あ り、瀬

の北側 に 「の ま(沼)」 と呼ばれて い る好 漁場 が知 ら

れて い る。好 漁場が 「のま(沼)」 と呼ばれ るように

主漁場の底質 は,泥,砂 泥で ある。



アカアマダイの資源評価

漁獲物体長組成の推定 平田市漁業協同組合佐香支

所の魚箱の身入重量は各銘柄 とも5.0㎏である。 この

ため各銘柄箱の入尾数は,各 銘柄に納められたアカア

マダイの平均体重で5.0㎏ を除すことによって計算 さ

れる(表2)。 この入尾数に表1の 銘柄別の漁獲箱数を

乗ずると,銘 柄別漁獲尾数(表3)が 得 られる。

また,表2の 各銘柄の平均体重 と標準偏差から,各

銘柄の体長が正規分布すると仮定すると,そ の確率を

計算することができる(表4)。 すなわち,1994年 の佐

香支所におけるアカアマダイの銘柄別漁獲箱数を銘柄

別,体 長階級別漁獲尾数(銘 柄別体長組成)に 変換す

るキー となる。

表4の各銘柄の体長階級別確率に表3の 各銘柄の漁獲

尾数を乗ずれば,表5の 縦の列に示した銘柄別の体長

組成が得られ,さ らに同一体長階級の尾数を横に加え

ていけば,体 長階級別の漁獲尾数,言 い換えれば漁獲

物体長組成が得 られる。

漁獲物年齢組成の推定 漁獲物体長組成 を漁獲物年

齢組成に変換するためには,年 齢一体長キーを用いる

のが一般的である。 しかし,こ の場合は多 くの標本の

年齢 と体長を調べ直接的に年齢組成を求めることにな

るが,こ の研究の場合,年 齢査定を行っていないため,

上述の方法を用いることは不可能である。 このため,

次のような仮定を設けて年齢一体長キーを作成 した。

まず,ア カアマダイの年齢別平均体長 と標準偏差2>

から正規分布を仮定 して年齢別体長分布を推定する。

次に自然死亡率係数(M)を 田中3)の方法か ら0.28と

し,生 残率(S=e-o'28=0.756)を 仮定する。 また各

年の加入尾数はほぼ等しい と仮定する。 このような仮

定か ら各体長階級における年齢組成が計算で きるの

で,全 体の年齢組成が推定できる。

年齢一体長 キーの作成は表6に 示した林4)か ら計算

した年齢別平均体長 と標準偏差か ら,各 年齢の各体長



階級 の確率 を計算 し,1才 魚の資源尾数 を100万 尾 とし

て寿命で ある9才(林,1977)ま での体 長階級別 の尾

数を計算 した(表7)。 表7を み ると,体 長80～130㎜ ま

では1才 魚,100～230㎜ までが2才 魚,110～290㎜ まで

が3才 魚,以 下寿命 にあた る9才 魚 までの年齢別体長範

囲が わか る。表7は 同一体長 階級 におけ る年齢 別尾数

を示 してあ るが,こ れ を割合で示すな らば,年 齢別体

長組成 の計 算が可能 とな る。表8に は,そ の割 合 に基

づいて計算 したアカアマダイの年齢別体長組成 と年齢

組成 を示 してある。最下段 が年齢組成で あ るが,隠 岐

海峡 におけ るアカ アマ ダイは3才 で資源 に完全加 入 し

てい ることになる。

資源尾数の推定 表8に 示 した年齢組 成(年 級別 漁

獲 尾数)を 対 数回帰 モ デルに あては め,全 死 亡係数

(Z)を 計算す る と,Z=0.507が 得 られ,強 い直線性

(r=0.999)を 示 した。 この こ とは全死亡係数(Z)

が,ほ ぼ一定であ り,年 々の生残率(S=e-o'so7=0.602)

を加入量(R)も,ほ ぼ一定で あることを示 してい る。

これらは,もともとdN/dt=一ZN,dC/dt=FN(Nは 資源

尾数,Cは 累積 漁獲尾数,Fは 漁獲 係数)の 仮 定で あ

る。ただ対数回帰法で全死亡係数(Z)を 推定す る場

合,高 年齢 の尾数が少 な くて誤差 が大 き くな ると考 え

られ る。 したが って,こ の報 告では尾数 の多 い年齢 に

重 点が おか れ る平均 年齢法5)を 用 いて,生 残率(S)

を推定 し,全 死亡係数(Z)に 変換 す る方法 を採用 し

た。 その結果,Sニ0.604,Z=一lnS=0.504が 得 られ,

対数 回帰法 とほぼ同様 な値 となった。 アカアマダイの

自然死亡係数(M)は,先 に0.28と 推定 されてい るた

め,そ れ らの資源特性値 を用 いて力学的 に資源尾数 を

推定 した。

資源尾 数(N)はN=C/QEで 計算 され る(た だ し,

Nは 年齢 別資源尾数,Cは 年 齢別漁獲尾 数,Eは 漁獲

率,Qは 各年 齢の加 入率)で あ る。加 入率(Q)は 土

井6)の 方 法 で 求 め る こ とが で き る。2才 魚 の加 入率

0.264と な るので,2才 魚 の資 源尾 数 は709,185尾 と計

算 され る。1才 魚 の資源尾数 は1才 魚が未加 入の ため、



1才 か ら2才 まで の生残率(S=e-o'28=0.756)で2才

魚 の資源尾数 を除 して得た。3才 魚以降の加入率 は1.0

なので,Q=1.0で 計算 され る。 それ らの計算結果表9

に示 した。

1994年 のアカ アマ ダイの漁獲尾数 は,合 計339,001

尾,資 源尾数 は3,364,535尾 と推定 され る。 このよ うに

資源尾 数が推定 され たので,ア カアマダイの資源評価

を試 み る。河井7)は 許容 され る漁獲係数(F)の 限界 は,

自然死亡係数(M)等 しい としてい る。 また田中3)は

Mと 寿命(入)の 関係 をM=2.5/入 として い るので,

許容 され る漁獲 率(E)は,E=F/M+F(1-e一(M+F))

=1/2(1-e-5/入)で 示 す ことがで きる8)。したが

って許容漁獲率(E)は,E=1/2(1-e'5/9)=0.213

とな る。 隠 岐海 峡 に お け る現 在 の漁 獲 率 は,E=

0.224/0.504(1-e-o'500)で=0.176と 計算 され,許 容

漁獲率 を下回 ってい るので,現 在の漁獲 状況 は適切 で

あ ると判断 され る。言い換 えれ ばアカ アマダイ資源 は

適正 な水準 にある と言 える。

近年,平 田市漁業協同組合佐香支所におけるアカァ

マダイ漁獲量には,年 変動が見 られるが,そ れは天候

などによる操業日数の変化や水温 潮流などの変化に

よる影響が現れているのであろう。水産資源の変動は

資源を増加させようとする再生産力 と,そ の反対の死

亡 とによってきまる。 また再生産 と死亡 とい う二つの

要素は,そ れぞれ環境条件によって影響を受ける。実

際には,そ のような外部要因との関係を検討しなけれ

ばならないが,現 時点ではそれを見出すことは不可能

である。

しかし,現 実に漁業が行われている以上,対 象資源

を評価し,資 源が乱獲状態にあるならば,漁 獲努力量

や漁獲量を意識的に押さえる必要があるし,適 正な資

源状態にあるならば,漁 獲物に対 していかに付加価値

を高めるかが必要になって くる。幸いにして隠岐海峡

のアカアマダイの場合は後者にあたり,そ の対策 も平

田市漁業協同組合佐香支所が取 り組んでいる。



表8ア カアマダイの年齢別体長組成 と年齢組成


